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「友は幸せの原点（ともはしあわせのげんてん）友といい人間関係を築くことで幸福度が高まること」心の繋がりを求め、

心の平和を祈り、心の声に耳を傾け、心から分かち合い、心から満たされる、そんな幸せの発信地となる友人関係を築いてい

きたい。

至誠・致知・鍛錬

「第１回ＰＴＡ役員会」
４／１０（金）に、体育館に会場を変更して、第1回ＰＴ

Ａ役員会を行いました。年度初めの平日にも関わらず、本
校の教育活動の推進のために、ご参会いただきありがとう
ございました。
今回は、コロナウイルスにより第１回ＰＴＡ総会を中止

させていただきました。その関係で、保護者の代表が集ま
るＰＴＡ役員会をもって、臨時総会を兼ねさせていただく
こととしました。その結果、新しいスタッフによるＰＴＡ
活動が滞りなくスタートできたことに感謝申し上げます。
保護者のみなさまと教職員がチームとなって、高根中の

生徒を支えていきたいと思います。どうか、ご理解をいた
だき、ご支援・ご協力をお願いいたします。

令和２年度ＰＴＡ本部役員

会 長 広瀬 寿夫 様

副会長 金野 麻美 様

副会長 浅川 久美 様

副会長 篠原 正樹 様

副会長 石原 美和 様

「臨時登校日」
４／１６（木）に、臨時登校日を実施しました。

生徒が元気な顔で登校してくる
姿に、ほっとしたところです。今
後、授業、部活動、学校行事等を
どのように行っていくのか不安を
抱えたままですが、活気のある高
根中にもどるまで、あと少し辛抱
が必要と考えています。生徒の活
躍する場をできるだけ早く提供す
るためにも、一人ひとりが力を合
わせて、コロナウイルス予防に立
ち向かっていければと思います。
「チーム高根中」となり、乗り

越えていきましょう。

「山梨県教育委員会指定 小中連携研究会推進校」
４／１７（金）に本校校長室において、以下の７名の先生

方にご来校いただき、山梨県教育委員会から「小中連携研究
会推進校」の指定を受けました。
高根地区３校による連携のあり方を研究しながら、９年間

を見据えた教育ができるように、「チーム高根」として協力
体制を構築していきたいと思います。

義務教育課 課長補佐 三澤 明生 先生
義務教育課 主幹指導主事 田邉 靖博 先生
中北教育事務所 主幹指導主事 笹本 学 先生
中北教育事務所 指導主事 渡邉 史 先生
北杜市教育委員会 指導監 田中 和美 先生
高根東小学校 校長 清水 徳生 先生
高根西小学校 校長 清水 潤 先生

「申し訳ありません 家庭訪問・引き渡し訓練を中止、ＰＴＡ奉仕作業を延期させ
ていただきました」
新型コロナウイルスに対する山梨県の強い要請に伴い、家庭訪問、引き渡し訓練を中止、ＰＴＡ奉仕

作業を延期とさせていただきました。また、今後の状況次第では、さらなる延期・中止をお知らせしな
ければなりません。
未だに、先が見えない状況が続いてますが、この世界的な困難を全ての人の力を合わせて乗り越え、

そして、学校も通常に再開できますように、絶え間ないご理解とご協力をお願い致します。



「チーム高根中」
教職員２７名 生徒２００名 保護者１８８名が

「チーム高根中」として取り組んでいます。

学校住所：〒40８-0０１９ 北杜市高根町村山東割９８

電 話：0551-４７-20２６ FAX：0551-４７-２０７５

新ホームページ http://takanejhs.main.jp もご覧ください。

「新しいホームページ開設」

高根中のホームページがリニューアルしまし
た。「http://takanejhs.main.jp」に、ぜひアク
セスをお願い致します。
新たな取り組みとして、「学習支援サイト」で

は、パスワードをかけた中で、教職員の手によ
る学習内容の動画を配信していく予定です。映
像のプロではないので、見にくい点も出てくる
かもしれませんが、子どもたちのために、一生
懸命に努力して参りたいと思います。

「ほっこりした話」

高根中の生徒のために、地域の方から心のこもった手作りマスク
をいただきました。生徒に、「善意のマスク」であることを伝えな
がら配布していきたいと思います。
また、保護者の方の中にも、地域の生徒のために手作りマスクを

配布している方もいらっしゃいます。
高根町という地域に、温かい心のある方がたくさんいらっしゃる

ことを誇りに思います。このような方々に支えられている子どもた
ちは、人間的に素晴らしい生徒として成長していくことを確信して
います。本当にありがとうございました。

「高根町最高！！ 高根町バンザーイ！！」

「懸命不動（けんめいふどう）」
～ 目的を達成するまで、命がけで動かないこと ～

「自分の道を一筋に貫きながら、命懸けの努力をすることは何か」
と問われたとき、心に浮かぶことは、ただ一つしかありません。そ
れは、今まで携わってきた教育の道に、すべてを捧げる「本物の教
師」になりたいということです。
本物の教師に近づく道は遙かに遠いです。迷って右往左往したり、

私利私欲にかられてあっちにふらふら、こっちにふらふらと動いて
みたり等、過去に情けない自分をいくつも見てきたからです。
どうすれば本物に近づくのか、それは、知能の優劣ではなく、教

育に対する心構えや教育に向かう姿勢にあると思っています。そし
て、教職という仕事で、コツコツと、毎日、たゆまぬ努力を継続し
ていくことが「楽しい」と思えることだと思います。
今もたくさんの失敗をしながら、努力が楽しいと思えるように、

自分との葛藤を乗り越えていきたいと思います。

「独り言」

☆ 「自己と対決する（じことたいけつする）自分と競争して、自分との勝負に勝つこと」駄目な自分
に打ち克ち、今日という永遠の一日を大切にして、未来の自分の教師像に味付けをしていきたい。

☆ 「直心をもつ（じきしんをもつ）真っ直ぐなひたむきな心をもつこと」心から人のためになろうと
行動し、徳が芽生えるように人として教師として成長していきたい。

☆ 「青虫のように生きる（あおむしのようにいきる）汗をかく経験を通して、一皮むけ成長すること」
目の前の葉を一生懸命食べ、苦しく辛いサナギから美しい蝶に進化を果たすように、青虫の時には見
えなかった目の前に広がる素敵な景色を見てみたい。

☆ 「人生をみのらせる（じんせいをみのらせる）昼は空高く澄みきり、夜は無数の星が輝くような心
豊かな人生をつくること」途中で手を抜くと収穫はできない。努力という種をまき、芽が出て、花が
咲き、よい実がみのる、そして「本物の教師」という夢を収穫していきたい。


